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ヴェルレーヌとデボルド＝ヴァルモール

倉　方　健　作

デボルド＝ヴァルモールの受容

　ポール・ヴェルレーヌは評論集『呪われた詩人たち』初版（1884 年）におい
て，まずトリスタン・コルビエール，アルチュール・ランボー，ステファヌ・
マラルメを取りあげた。4 年後の新版ではさらにマルスリーヌ・デボルド＝ 
ヴァルモール，ヴィリエ・ド・リラダン，「哀

ポ ー ヴ ル

れなレリアン」の 3 詩人が加えら
れるが 1），このうちデボルド＝ヴァルモールは，他の「呪われた詩人たち」と
の相違点が少なくないだけに，選択の理由には慎重な検討を要する。唯一の女
性という違いにくわえ，活動時期も 19 世紀前半であり，またヴェルレーヌ自身
も文中で言及するとおり，すでにサント＝ブーヴ，ボードレール，バルベ・ドー
ルヴィイらの評論によって一定の評価を得ていた。そのためこの女性詩人が「呪
われ」ていたとは必ずしも言えない。
　問題はそれにとどまらない。ヴェルレーヌがデボルド＝ヴァルモールのどの
ような資質や技量を評価し，自らの詩法に取り入れたかという肝心な点もいま
だ明確ではない。デボルド＝ヴァルモールが試みた奇数脚詩句，とりわけ 11 音
節で書かれた代表作「悲しい夜の切れ切れの夢」（« Rêve intermittent d’une nuit 
triste »）が，『歌詞のない恋歌』の 4 番目の「忘れられたアリエッタ」に影響を
与えた可能性は長らく指摘されてきたものの，確実な論証にまでは至っていな
い 2）。主な原因はヴェルレーヌによるデボルド＝ヴァルモールの受容時期がい
まだ確定していないことにある。
　『呪われた詩人たち』では以下のように書かれている──

　我々は，良作や佳作に大いに興味を持ちつつも，「巨匠」（ボードレールのことであ
る）の言に満足し，彼女〔デボルド＝ヴァルモール〕について無知であったが，まさ
にそのときアルチュール・ランボー氏が，美点を含んだ堆積とばかり思い込んでいた

「すべて」を我々に明らかにし，読むことをほとんど強いたのだった。
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　我々のかつての驚きは大きく，説明には時間を要する。 3）

記述を信じるならば，ヴェルレーヌはランボーに教えられるまで，したがって
少なくとも両詩人が出会う 1871 年の秋までは，デボルド＝ヴァルモールを知ら
なかった。一方で旧友のルペルティエは，ヴェルレーヌが高等中学時代にはす
でに詩作品を読んでおり，『サチュルニアン詩集』（1866 年）の時期には，同じ
く叙情的なラマルティーヌを攻撃する一方でこの女流詩人には夢中であったと
証言している 4）。「我々は彼女を知らなかった」（« nous l’ignorions »）という表
現を，本質を知らずにいたという告白と取るならば矛盾は生じないが，ランボー
に出会う以前の受容の幅，深度については推測の域を出ない。
　またランボーも，「見者の手紙」における詩人評でデボルド＝ヴァルモールの
名前を挙げておらず，上述の『呪われた詩人たち』の一節以外にヴェルレーヌ
の証言を裏付ける資料はなかった。ところが 2001 年に，それまでランボー自筆
による創作と思われていた断片がデボルド＝ヴァルモールの詩作品からの抜き
書きである事実が明らかとなったため 5），ランボー研究においては，受容の問
題は新たな検証の段階に入っている。こうした近年の研究情況に鑑み，本論は
ヴェルレーヌにおけるデボルド＝ヴァルモール受容の再検討を目的とする。

不正確な引用

　『呪われた詩人たち』の冒頭近くで，文中にデボルド＝ヴァルモールの詩句が
引用されている（傍点筆者）──

〔…〕その前に，これら比較的多量の作品群に「南仏」がまったく欠如している事実
に，あらためて立ち返ってみてもいいだろう。さりながら，彼女の北仏は，どれほど
熾烈にスペイン的な要素を含んでいることか。（だがそのスペインは，落ち着きと，尊
大さと，あのイギリス人以上の冷静さを保持してはいないだろうか）。ともかく彼女の
北仏は，「そこに熱烈なカスティーリャ人たちが長々と腰を据えた

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（Où s’assirent 
longtemps les ferventes Castilles）」北仏である。 6）

しかしこの詩句はデボルド＝ヴァルモールの作品中には見られない。実際には
彼女の「悲しい夜の切れ切れの夢」の詩句がヴェルレーヌの記憶のなかで変容
したものだった。本来の詩句は次のとおりである──
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そこに熱烈なスペイン人たちが腰を据えにやってきた！
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（Où vinrent s’asseoir les 
ferventes Espagnes !） 7）

引用の誤りは 2 度の雑誌掲載で繰り返され，1888 年の単行本収録の際にようや
く訂正された 8）。だが以降も当該の詩句を引くとき，ヴェルレーヌは同様の誤
りをしばしば犯す。1887 年初頭の執筆と推定される，ルネ・ギルを取りあげた

『今日の人々』では正しく原文が引用されているが 9），1892 年 11 月のオランダ
旅行を題材として翌年刊行された『オランダでの 2 週間』では再び「そこに熱
烈なカスティーリャ人たちが長々と腰を据えた」となり，『呪われた詩人たち』
のプレオリジナルの誤りを繰り返している 10）。最晩年の 1895 年に執筆された
詩篇「マルスリーヌ・デボルド＝ヴァルモール」においても引用は正確さを欠
く（傍点筆者）──

教会と鐘楼の都市よ，田園地帯には
「うら若きアルベルティーヌたち」が溢れ，さらには，
「そこに熱烈なスペイン人たちが長々と腰を据え

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

た
0

」。
かく作品にかく心あり，花と涙よ，フルートとホルンよ。

Cité d’églises et de beffrois, et campagnes
Pleines de « jeunes Albertines », mais, encor,
« Où s’assirent longtemps les ferventes Espagnes. »
Tel l’œuvre et tel le cœur, fleurs et pleurs, flûte et cor. 11）

　1880 年代末にいったんは訂正された誤りが，90 年代に入り再び現れる理由
は，一義的にはそのつど原文を確認しない詩人の杜撰さに求められよう。しか
しながら問題はそればかりではない。ヴェルレーヌがいわば偏愛したと言って
いい記憶のなかの詩句はいずれも，元々の 11 脚に対して 12 音節詩句に変わり， 
6 音節で半句に切れる古典的アレクサンドランとなっている。デボルド＝ヴァ
ルモールが操る奇数脚の詩形，とりわけ「悲しい夜の切れ切れの夢」が彼に影
響を与えたとする論旨には，不利な証拠と言わざるをえない。

刊本の参照と入手

　不確かな引用を導いた受容の経緯を時間軸に沿って確認したい。ルペルティ
エの証言を除けば，ヴェルレーヌによるデボルド＝ヴァルモールへの直接的な
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言及は，現存するものではロンドンからエミール・ブレモンに宛てた 1873 年 6
月 24 日（もしくは 25 日）の書簡が最も古い──

　詩作品をお送りできればいいのですが。ひとつもないのです。この 2 カ月というも
の，しているのは英語（文法と発話）だけです。そろそろうんざりしてきて，山ほど
半句を書けそうな気がしています。
　ですからデボルド＝ヴァルモールの『涙』と『哀れな花々』を読んでください。次
のような「揺り椅子 Berceuse」があります。

　子供はまどろむと
　蜂の姿を見るでしょう
　蜜をたっぷり集めて
　天地のあいだで踊る姿を！ 云々。

　まさに揺り椅子で眠る子供がいる夏の部屋の様子ではありませんか。この女性の詩
はすべてこのように，鷹揚で，繊細でもあり，──ですが本当に心を打つ──驚くべ
き技量です。最も興味深いのは 66 年頃にジュネーヴで印刷された『遺稿集』です。 12）

書簡で引用されている詩句は，1872 年から 15 年にわたり使用されたと推定さ
れるヴェルレーヌの手帳にも敷き写されている 13）。デボルド＝ヴァルモールの
詩集を読んだのは間違いないが，前年の 7 月 4 日に着の身着のままでパリを出
立し，以降各地を転々としてきた彼が詩集を所有していたとは考えにくい。そ
れゆえ，大英博物館図書館（現在の大英図書館にあたる）で詩集を閲覧した可
能性はこれまでも指摘されてきた 14）。ヴェルレーヌもランボーも 1873 年 3 月
末に同図書館の閲覧登録をしており，ブレモン宛の書簡の記述とも，『呪われ 
た詩人たち』の文面とも矛盾しない。くわえて前述のランボーによる抜き書き
が判明した現在では，状況証拠として十分であるように思われる。ところが， 
ヴェルレーヌの滞在時期にもっとも近い時期の大英博物館の蔵書目録を参照す
ると，詩集『涙』（1833 年）も『哀れな花々』（1839 年）も，没後刊行の詩集も
所蔵されていなかったという事実が判明する 15）。1886 年の段階で同館は，1842
年に刊行されたシャルパンティエ版『詩集』と 1860 年の増補版以外の作品集を
所蔵しておらず 16），関連書もサント＝ブーヴによる伝記とその英訳があるのみ
であった 17）。
　他方で，ヴェルレーヌが大英博物館の限られた蔵書に拠ったと仮定すれば， 
ブレモン宛の書簡に見られるいくつかの誤謬を解釈することも可能となる。『遺
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稿集』と呼ぶものの実際のタイトルは『未刊詩集』であり，刊行年も「66 年頃」
ではなく 1860 年であった 18）。この記憶違いは，以前からヴェルレーヌがデボ
ルド＝ヴァルモールの作品を知っていたが，ランボーによって作品の魅力にあ
らためて気付かされて大英博物館で未読の作品群を渉猟した結果に由来すると
考えられよう。もともとヴェルレーヌが「悲しい夜の切れ切れの夢」が含まれ
た『未刊詩集』に愛着を抱いていたのだとすれば，ルペルティエの証言とも， 

『呪われた詩人たち』の文面とも矛盾しない。そもそもヴェルレーヌは，ラン
ボーがデボルド＝ヴァルモールの「すべて」を「読むことをほとんど強いた」 
と述べているだけで，自分が「すべて」を「読んだ」と書いてはいなかった。 
また，ブレモン宛の書簡に見られる「『涙』と『哀れな花々』」という並列も， 
大英博物館でシャルパンティエ版『詩集』を参照したと仮定すれば一応の説明
がつく 19）。同書の目次では両詩集からの抜粋は「涙と哀れな花々 Pleurs et 
Pauvres Fleurs」というセクション名でまとめられており，書簡の文面と一致
する。
　書簡に見られるもうひとつの誤りは，引用した詩篇のタイトル「揺り椅子」
である。当該の詩篇は実際には「寝椅子 Dormeuse」という題で詩集に収めら
れていた 20）。『呪われた詩人たち』においても，詩篇を紹介する際，「寝椅子」と
書いた直後に「つまり〈揺り椅子〉のことである」と付記している 21）。「寝椅
子」よりも「揺り椅子 Berceuse」が相応しいとヴェルレーヌが判断した理由に
は，この語が同時に「子守唄」を指すこともあろう（ブレモン宛の書簡ではこ
の意味で用いられているとも考えられる）。しかし一方で，ヴェルレーヌが詩篇
を当初から「揺り椅子」として受容していた可能性もある。1868 年にはビゼー
が同詩篇に曲を付けており，その楽譜は『揺り椅子』（あるいは『子守唄』）の
タイトルで流布していたためである 22）。義母モーテ夫人がピアノ教師であった
ことにくわえ，義兄のシャルル・ド・シヴリ，友人のカバネル，オペレッタを
共作したシャブリエら多くの音楽家に囲まれてサロンにも出入りしていたパリ
時代のヴェルレーヌは，歌曲に触れる機会には恵まれていた 23）。また当時知ら
なかったとしても，ロンドンで独立した作品として『揺り椅子』を目にしたも
のとも推測できよう。歌曲『揺り椅子』は大英博物館にも所蔵されており 24），閲
覧可能なデボルド＝ヴァルモールの作品が限られているなかで，ヴェルレーヌ
が楽譜を手に取った蓋然性は十分にある。
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反・高踏派としてのデボルド＝ヴァルモール

　ロンドン滞在期以前も以降も，ヴェルレーヌがデボルド＝ヴァルモールの詩
集を所有していた形跡はない。ランボーとの出奔後，パリの自宅に残した持ち
物を列挙して所有権を主張した 2 通の書簡には彼女の作品は記載されていな
い 25）。ただし後年，1870 年代半ばには入手を検討したことはあったらしく，前
述したヴェルレーヌの手帳に記された渉猟対象の書籍一覧には「デボルド・ヴァ
ルモール（全詩集）」という記述がある 26）。しかし同手帳に記載された 1880 年
代半ばの蔵書リストには女流詩人のいかなる作品も見あたらない 27）。『呪われ
た詩人たち』の執筆に際しても，図書館等で詩集を参照したことが 1885 年 8 月
7 日のシャルル・モリス宛書簡からうかがわれる──

　月曜よりもむしろ火曜に，あなたの部屋で会いたいのですが，──本を参照して 
（ès-biblio）デボルド＝ヴァルモールを仕上げたいので。 28）

留意すべきは書簡の日付である。『リュテース』にデボルド＝ヴァルモールを
扱った『呪われた詩人たち』の冒頭部分が掲載されたのは 1885 年 6 月であっ
た。つまり連載の開始時には，ヴェルレーヌの手元には（使い古した手帳の抜
き書きを別にすれば）彼女の作品はなにひとつなかったのである。初回掲載分
の「マルスリーヌ・デボルド＝ヴァルモール」に，記憶のなかで変容した「悲
しい夜の切れ切れの夢」の 1 行以外に引用が見られない理由はここにある。こ
うした準備不足は，コルビエール，ランボー，マラルメの例では認められない。

『リュテース』から『ラ・ヴォーグ』への掲載誌の変更も含め，「デボルド＝ヴァ
ルモール」執筆の停滞はこれまで離婚や母親の死などヴェルレーヌの身辺の多
事により説明されてきたが 29），むしろ資料の欠如から来る必然的な中断であっ
たと見なしていいだろう。
　それではなぜヴェルレーヌは，デボルド＝ヴァルモールを「呪われた詩人」
として選び，見切り発車のように連載開始に踏み切ったのだろうか。理由は後
年の批評文に求められる。1894 年 8 月 8 日の『ル・フィガロ』に掲載された

「デボルド＝ヴァルモールについて」と題された記事の冒頭部である──

　きわだって非個人的で不感無覚の詩人（le poète impersonnel et impassible par 
excellence），ルコント・ド・リールの死をきっかけに，あの別の詩人，きわめて個人
的で（bien personnel）この上なく情熱に満ちた（passionné d’il en fut）マルスリー
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ヌ・デボルド＝ヴァルモールを蘇らせるのは興味深いことのように思われる〔…〕。 30）

「非個人的」と「きわめて個人的」，「不感無覚の」と「この上なく情熱に満ち
た」。文中に用いられた対立的な形容には，ルコント・ド・リールとデボルド＝
ヴァルモールとを両極端の詩人像として位置づけ，そのうえで後者の積極的な
評価を試みるヴェルレーヌの意図が透けて見える。記事の掲載の直前，7 月 17
日に没したルコント・ド・リールに対してヴェルレーヌはそれまで追悼文を発
表したことはなく，死後初めての言及がこのような形であったのは，パリ・コ
ミューンの時期にまで遡る両者の長い対立の証左である。高踏派の首魁，アカ
デミー会員の「死を契機として」，「呪われた詩人」のデボルド＝ヴァルモール
を「蘇らせる」という図式には，ルコント・ド・リールの死後に「詩王」に選
ばれ，若手詩人に囲まれた遅まきの文壇的

0 0 0

成功を謳歌するヴェルレーヌ自身の
姿が二重映しになっていると見ても，あながちうがった解釈ではないだろう。

「呪われた詩人」がついに「呪い」を振り払った感慨が，ここではデボルド＝
ヴァルモールの名とともに表明されている。
　高踏派への当てこすりは『呪われた詩人たち』の各所に見られた。コルビ 
エールの完璧さの欠如を好意的に評価したうえで，「完全無欠の人々とは，つ 
まり……あいつらやあいつらである。朴念仁，朴念仁，どこまでいっても朴念
仁。コルビエールはごく自然に，肉と骨でできている」 31） と書くヴェルレーヌ
の念頭にあるのも高踏派の詩人たちの姿である。しかも彼によれば，マラルメ
が独自の詩境を切り開いた契機は「高踏派どもの頭でっかちの《フ・カ・ン・
ム・カ・ク》（l’Im-pas-si-bi-li-té）に苛立って」 32）であった。ヴェルレーヌから
見たデボルド＝ヴァルモールもまた，奇数脚を軽やかに操る詩人である以前に， 
感性の詩人，情熱の詩人であり，いわば「反・高踏派」として仰ぐべき先人で
あった。『呪われた詩人たち』でことさらに女流詩人を持ち上げた背景には，ラ
ンボーとともに高踏派のサークルから放逐された経緯や，流謫の地ロンドンで
の生活の記憶が，読書体験と不可分に結びついていたためであろう。
　詩集の現物を参照し，正確な引用を散りばめながら書かれた後半部には，手
元に何もないまま記憶だけで書かれた冒頭部の勢いが削がれている感がある。
おそらくヴェルレーヌにとって，デボルド＝ヴァルモールはテクストとしての
存在ではなかった。両詩人の影響を論じる際には，完成された詩篇を対比する
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のではなく，いわば厳密な単語や韻律から解放された，ヴェルレーヌ独自のデ
ボルド＝ヴァルモール像の把握が必要とされる所以である。

註

1 ）	『呪われた詩人たち』の構成と執筆の経緯に関しては以下の拙論を参照されたい──
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